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は
じ
め
に

一
、『
杜
詩
雙
聲
疊
韻
譜
括
略
』
成
立
の
經
緯

　
（
一
）『
杜
詩
雙
聲
疊
韻
譜
』
序
の
内
容

　
（
二
）「
凡
例
五
則
」「
刪
定
凡
例
七
則
」
の
内
容

　
（
三
）『
杜
詩
雙
聲
疊
韻
譜
括
略
』
序
の
内
容

二
、『
杜
詩
雙
聲
疊
韻
譜
括
略
』
の
特
長
と
問
題
點

　
（
一
）
特
長

　
（
二
）
問
題
點

お
わ
り
には

じ
め
に

　

清
代
の
音
韻
學
者
・
周
春
（
一
七
二
九
〜
一
八
一
五
）
は
、
浙
江
海

寧
の
人
で
、
松
靄
と
號
し
た
。
乾
隆
十
九
年
（
一
七
五
四
）
の
進
士

で
、
廣
西
岑
溪
縣
の
知
事
を
務
め
て
治
績
が
あ
っ
た
。『
十
三
經
音

略
』
十
三
卷
、『
杜
詩
雙
聲
疊
韻
譜
括
略
』
八
卷
、『
爾
雅
補
注
』
四

卷
、『
小
學
餘
論
』
二
卷
な
ど
の
著
作
が
あ
り
、『
清
史
稿
』
卷
四
八

一
「
儒
林
傳
」
お
よ
び
卷
四
八
四
「
文
苑
傳
」
に
そ
の
傳
が
あ
る
。

と
り
わ
け
『
杜
詩
雙
聲
疊
韻
譜
括
略
』
八
卷
は
、
中
國
古
典
詩
研
究

に
お
い
て
は
な
は
だ
希
少
な
書
物
で
あ
り
、
そ
の
自
序
に
見
え
る
周

春
自
身
の
言
葉
に
よ
れ
ば
、「
杜
詩
の
雙
聲
疊
韻
を
以
て
創は

じ

め
て
一

書
を
爲
す
は
、
則
ち
此こ

れ

よ
り
始
ま
る
（
以
杜
詩
之
雙
聲
疊
韻
創
爲
一
書
、

則
從
此
始（
１
））」
も
の
で
あ
る
。
な
お
同
書
に
は
、
周
春
と
同
時
代
の
王

鳴
盛
（
一
七
二
二
〜
一
七
九
七
）、
錢
大
昕
（
一
七
二
八
〜
一
八
〇
四
）、

趙
翼
（
一
七
二
七
〜
一
八
一
四
）
ら
、
乾
隆
・
嘉
慶
期
を
代
表
す
る
碩

學
・
文
人
た
ち
が
序
文
や
題
辭
を
寄
せ
て
い
て
、
う
ち
錢
大
昕
の
序

に
も
「
宋
よ
り
以
來
、
杜
に
注
す
る
者
、
毋お

よ
そ慮
千
百
家
、
訓
詁
・
事

實
に
於
い
て
討
索
遺あ

ま

す
こ
と
靡な

し
。
雙
聲
疊
韻
を
以
て
杜
を
求
む
る

清
・
周
春
著
『
杜
詩
雙
聲
疊
韻
譜
括
略
』
成
書
考

―
― 

あ
わ
せ
て
そ
の
特
長
と
問
題
點
と
を
論
ず 

―
―

丸　

井　
　
　

憲
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清
・
周
春
著
『
杜
詩
雙
聲
疊
韻
譜
括
略
』
成
書
考
（
丸
井
）

に
至
り
て
は
、
則
ち
吾
が
友
・
周
松
靄
先
生
よ
り
始
ま
る
（
自
宋
以

來
、
注
杜
者
毋
慮
千
百
家
、
於
訓
詁
事
實
討
索
靡
遺
。
至
以
雙
聲
疊
韻
求
杜
、

則
自
吾
友
周
松
靄
先
生
始
）」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

今
人
に
よ
る
論
考
で
は
、
許
總
氏
の
「
審
音
歸
母
、
謹
嚴
細
密‒‒

周
春
『
杜
詩
雙
聲
疊
韻
譜
括
略
』
初
探（
２
）」
と
題
す
る
そ
れ
が
基
本
的

か
つ
必
讀
の
も
の
で
あ
る
が
、
氏
は
「
音
韻
學
の
視
點
か
ら
、
杜
詩

を
研
究
す
る
こ
と
も
一
つ
の
重
要
な
方
法
で
あ
る
は
ず
だ
が
、
實
際

に
は
歴
代
の
膨
大
な
注
釋
書
や
研
究
書
と
比
べ
、
ほ
と
ん
ど
空
白
地

帶
と
な
っ
て
」
お
り
、
同
書
の
「
杜
詩
學
に
對
す
る
パ
イ
オ
ニ
ア
的

な
貢
獻
は
、
實
に
貴
重
な
も
の
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い（

３
）」
と
述
べ
て

い
る
。

　

本
稿
で
は
、
こ
う
し
た
希
少
な
書
物
の
成
立
事
情
を
、
周
春
自
身

の
序
文
な
ど
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
あ

わ
せ
て
、
こ
の
書
物
が
も
つ
特
長
お
よ
び
問
題
點
を
指
摘
し
な
が

ら
、
同
書
が
い
か
な
る
學
術
的
價
値
を
有
す
る
か
を
考
え
て
み
た

い
。

一
、『
杜
詩
雙
聲
疊
韻
譜
括
略
』
成
立
の
經
緯

　

本
節
で
は
、『
杜
詩
雙
聲
疊
韻
譜
括
略
』
と
い
う
書
物
が
い
か
な

る
經
緯
を
た
ど
っ
て
成
立
し
た
の
か
を
、
周
春
の
自
序
や
凡
例
を
丹

念
に
讀
み
下
し
な
が
ら
確
認
し
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。
じ
つ
は
周

春
の
自
序
に
は
、
①
『
杜
詩
雙
聲
疊
韻
譜0

』
に
お
け
る
そ
れ
（
以
下

「
譜
序
」
と
略
稱
）、
お
よ
び
②
『
杜
詩
雙
聲
疊
韻
譜
括
略

0

0

0

』
に
お
け

る
そ
れ
（
以
下
「
譜
括
略
序
」
と
略
稱
）
の
二
つ
が
存
在
す
る
。
こ
れ

は
『
杜
詩
雙
聲
疊
韻
譜
』
と
い
う
稿
本

0

0

が
、『
杜
詩
雙
聲
疊
韻
譜
括

略
』
と
い
う
刻
本

0

0

に
先
ん
じ
て
成
立
し
、
周
春
は
そ
の
い
ず
れ
に
も

序
を
付
し
た
結
果
、
ふ
た
つ
の
序
文
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の

で
あ
る
。

（
一
）『
杜
詩
雙
聲
疊
韻
譜
』
序
の
内
容

　

以
下
で
は
ま
ず
「
譜
序
」
の
記
載
を
確
認
す
る
。
こ
の
序
文
は
周

春
と
客
人
と
の
問
答
の
形
式
を
と
っ
て
お
り
、
そ
の
客
人
が
退
出
し

た
あ
と
、
そ
の
内
容
を
序
に
し
た
た
め
た
と
い
う
體
裁
に
な
っ
て
い

る
。
そ
し
て
末
尾
に
は
「
乾
隆
癸
未
（
二
八
年
、
一
七
六
三
）
冬
日
、

松
靄
周
春
纂
」
と
い
う
自
署
が
あ
る
。

　

冒
頭
で
は
、
杜
甫
詩
に
お
け
る
雙
聲
疊
韻
を
論
ず
る
こ
と
は
、

け
っ
し
て
意
固
地
な
穿
鑿
で
は
な
く
、
中
國
古
典
詩
に
脈
々
と
傳
わ

る
「
古
法
」
の
探
求
で
あ
り
、
そ
の
「
古
法
」
を
傳
え
た
作
品
こ
そ

が
杜
甫
詩
の
「
正
格
」
に
屬
す
る
の
で
あ
り
、
雙
聲
疊
韻
は
そ
も
そ

も
杜
甫
の
獨
創
で
は
な
い
の
だ
と
説
く
。
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余
、『
杜
詩
雙
聲
疊
韻
譜
』
を
輯
し
て
成
る
。
客
或
い
は
見

て
之
を
訝
り
て
曰
く
、「
子
の
詩
を
論
ず
る
、
之
を
固
〔
固
執
〕

に
失
す
る
こ
と
無
き
を
得
ん
や
。
子
の
杜
を
論
ず
る
、
幾
ん
ど

鑿
〔
穿
鑿
〕
に
近
か
ら
ず
や
」
と
。
曰
く
、「
此
れ
僕
一
人
の

臆
見
に
非
ず
し
て
、
杜
の
正
格
な
り
。
抑
も
杜
の
獨
り
創
る
所

に
非
ず
、
乃
ち
作
詩
の
古
法
を
相
傳
ふ
る
な
り
」
と
（
余
輯
杜

詩
雙
聲
疊
韻
譜
成
、
客
或
見
而
訝
之
曰
、
子
之
論
詩
、
得
無
失
之
固
、

子
之
論
杜
、
不
幾
近
於
鑿
乎
、
曰
、
此
非
僕
一
人
之
臆
見
、
而
杜
之
正

格
也
、
抑
非
杜
所
獨
創
、
乃
相
傳
作
詩
之
古
法
也
）。

　

客
人
が
、
な
ら
ば
詩
と
い
う
も
の
は
必
ず
杜
甫
が
し
た
よ
う
に
、

雙
聲
疊
韻
の
手
法
を
守
る
べ
き
も
の
で
あ
る
の
か
、
と
問
え
ば
、
い

や
、
そ
う
で
は
な
い
、
杜
甫
の
詩
を
も
っ
と
も
よ
く
學
ん
だ
黄
庭
堅

の
詩
を
見
れ
ば
、
必
ず
し
も
こ
う
し
た
手
法
を
守
っ
て
は
い
な
い

が
、
そ
れ
で
も
杜
甫
詩
の
神
髓
に
迫
る
も
の
が
あ
る
、
と
い
い
、
雙

聲
疊
韻
の
手
法
を
守
ら
ず
と
も
、
佳
い
詩
は
や
は
り
佳
い
詩
で
あ
る

こ
と
を
妨
げ
な
い
、
と
周
春
は
述
べ
る
。

　

客
曰
く
、「
信
に
子
が
言
の
如
く
ん
ば
、
詩
は
必
ず
將
に
是

の
若
く
な
ら
ん
と
す
る
か
」
と
。
曰
く
、「
否
、
然
ら
ず
。
是

れ
何
の
言
ぞ
や
。
千
古
、
善
く
杜
を
學
ぶ
者
、
涪
皤
〔
＝
涪

翁
。
黄
庭
堅
の
號
〕
に
過
ぐ
る
も
の
無
き
も
、
此
の
法
に
於
い

て
は
復
た
墨
守
せ
ず
。
而
る
に
蒼
古
秀
勁
、
神
髓
は
浣
花
〔
＝

浣
花
溪
。
杜
甫
を
指
す
〕
に
逼
眞
す
。
要
〔
要
諦
〕
は
自
ら
摩

滅
す
可
か
ら
ず
。
然
ら
ば
則
ち
合
す
る
〔
雙
聲
疊
韻
の
古
法
に

合
致
す
る
〕
者
固
よ
り
美
を
盡
く
し
て
又
た
善
を
盡
く
す
。
合

せ
ざ
る
者
も
亦
た
豈
に
佳
き
詩
と
爲
る
を
害
せ
ん
や
（
客
曰
信

如
子
言
、
詩
必
將
若
是
耶
、
曰
、
否
、
不
然
、
是
何
言
也
、
千
古
善
學

杜
者
無
過
涪
皤
、
於
此
法
不
復
墨
守
、
而
蒼
古
秀
勁
、
神
髓
逼
眞
浣

花
、
要
自
不
可
摩
滅
。
然
則
合
者
固
盡
美
而
又
盡
善
、
不
合
者
亦
豈
害

其
爲
佳
詩
哉
）。

　

そ
し
て
周
春
は
、
人
物
・
山
水
・
花
鳥
な
ど
彩
色
を
精
緻
に
ほ
ど

こ
し
た
唐
代
以
前
の
古
い
畫
風
と
、
白
描
・
寫
意
・
水
墨
な
ど
簡
便

を
旨
と
し
た
宋
代
以
降
の
新
た
な
畫
風
と
の
違
い
を
引
き
合
い
に
出

し
、
畫
風
の
違
い
に
優
劣
が
な
い
の
と
同
樣
に
、
雙
聲
疊
韻
と
い
う

「
古
法
」
を
守
る
か
否
か
と
い
っ
た
詩
風
の
違
い
に
も
優
劣
は
な
い

の
だ
、
と
述
べ
る
。

　

且
つ
客
、
夫か

の
畫
を
觀
ず
や
。
唐
よ
り
以
前
、
人
物
・
山
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清
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周
春
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『
杜
詩
雙
聲
疊
韻
譜
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略
』
成
書
考
（
丸
井
）

水
・
花
鳥
の
類
、
咸
な
色
を
設
け
て
精
細
を
尚
ぶ
な
り
。
後
世

に
迨お

よ

び
て
日
に
簡
便
に
趨
き
、
古
法
寖
や
う
やく
微
な
り
。
然
る
に
龍

眠
〔
李
公
麟
〕
の
白
描
、
何
ぞ
顧
・
陸
・
張
・
呉
〔
顧
愷
之
・

陸
探
微
・
張
芝
・
呉
道
玄
〕
に
遜
ら
ん
や
。
雲
林
〔
倪
瓚
〕
の

寫
意
、
何
ぞ
王
・
李
・
荊
・
關
〔
王
維
・
李
思
訓
・
荊
浩
・
關

仝
〕
に
遜
ら
ん
や
。
石
田
〔
沈
周
〕
の
水
墨
、
何
ぞ
徐
・
黄
・

邊
・
趙
〔
徐
熙
・
黄
筌
・
邊
景
昭
・
趙
昌
〕
に
遜
ら
ん
や
。
兩

途
は
竝
行
し
て
悖
ら
ず
、
蓋
し
時
代
の
風
會
に
由
り
て
こ
れ
を

爲
す
。
儻
し
必
ず
此
を
優
れ
て
彼
を
劣
る
と
す
る
は
、
誠
に
拘

墟
〔
狹
隘
〕
の
見
な
り
。
但
だ
龍
眠
を
し
て
顧
・
陸
・
張
・
呉

を
議
し
て
形
似
と
爲
さ
し
め
、
雲
林
を
し
て
王
・
李
・
荊
・
關

を
笑
ひ
て
俗
筆
と
爲
さ
し
め
、
石
田
を
し
て
徐
・
黄
・
邊
・
趙

を
詆
り
て
脂
粉
と
爲
さ
し
め
ば
、
則
ち
又
た
不
可
な
り
。
畫
體

殊
な
り
と
雖
も
同
じ
く
妙
繪
を
推
し
、
詩
體
異
な
り
と
雖
も
竝

び
に
名
家
に
屬
す
（
且
客
不
觀
夫
畫
乎
、
自
唐
以
前
、
人
物
山
水
花

鳥
之
類
、
咸
設
色
尚
精
細
、
迨
後
世
日
趨
簡
便
、
古
法
寖
微
、
然
龍
眠

之
白
描
何
遜
於
顧
陸
張
呉
也
、
雲
林
之
寫
意
何
遜
於
王
李
荊
關
也
、
石

田
之
水
墨
何
遜
於
徐
黄
邊
趙
也
、
兩
途
者
竝
行
而
不
悖
、
蓋
由
時
代
風

會
爲
之
、
儻
必
優
此
而
劣
彼
、
誠
拘
墟
之
見
矣
、
但
使
龍
眠
議
顧
陸
張

呉
爲
形
似
、
雲
林
笑
王
李
荊
關
爲
俗
筆
、
石
田
詆
徐
黄
邊
趙
爲
脂
粉
、

則
又
不
可
也
、
畫
體
雖
殊
同
推
妙
繪
、
詩
體
雖
異
竝
屬
名
家
）。

（
二
）「
凡
例
五
則
」「
刪
定
凡
例
七
則
」
の
内
容

　

さ
て
、「
譜
序
」
の
あ
と
に
は
、
①
「
凡
例
五
則
」、
②
「
刪
定
凡

例
七
則
」
と
い
っ
た
二
種
の
凡
例
が
つ
づ
い
て
い
て
、
同
書
が
成
っ

た
い
き
さ
つ
が
こ
と
細
か
に
つ
づ
ら
れ
て
い
る
。
ま
ず
①
「
凡
例
五

則
」
の
内
容
に
し
た
が
っ
て
、
稿
本
『
杜
詩
雙
聲
疊
韻
譜
』
の
成
書

に
至
る
過
程
を
確
認
し
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。「
凡
例
五
則
」
に

は
、
一
七
六
〇
年
に
稿
を
起
こ
し
て
か
ら
、
一
七
六
三
年
ま
で
に
三

度
の
改
易
を
經
、
さ
ら
に
一
七
七
二
年
・
一
七
七
三
年
と
二
度
の
刪

定
を
お
こ
な
っ
た
こ
と
、『
詩
經
』『
楚
辭
』『
文
選
』
を
參
照
し
な

が
ら
歴
代
詩
賦
の
雙
聲
疊
韻
の
調
査
を
お
こ
な
っ
た
こ
と
、
唐
宋
の

詩
賦
で
は
、
李
杜
の
ほ
か
、
王
維
・
孟
浩
然
、
韓
愈
・
柳
宗
元
、
温

庭
筠
・
李
商
隱
、
皮
日
休
・
陸
龜
蒙
、
白
居
易
・
蘇
軾
を
お
も
に
と

り
あ
げ
た
こ
と
、
な
ど
が
つ
づ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
雙
聲
疊
韻
は
、

晉
宋
以
前
か
ら
隱
然
と
し
て
用
い
ら
れ
て
は
い
た
が
、
齊
梁
以
後
に

な
っ
て
詩
家
の
好
尚
と
な
り
は
じ
め
、
杜
甫
を
は
じ
め
と
す
る
唐
人

は
も
っ
ぱ
ら
こ
れ
に
意
を
用
い
、
宋
代
の
江
西
詩
派
以
降
に
な
る
と

あ
ま
り
留
意
さ
れ
な
く
な
っ
た
、
と
も
述
べ
て
い
る
。
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第
四
十
六
期

一　

是
の
編
、
乾
隆
庚
辰
（
二
五
年
、
一
七
六
〇
）
に
創
始
し
、

稿
三
た
び
易
ふ
る
を
經
、
癸
未
（
二
八
年
、
一
七
六
三
）
に
迄い
た

り

て
稍
く
緒
に
就
く
こ
と
有
り
。
壬
辰
（
三
七
年
、
一
七
七
二
）・

癸
巳
（
三
八
年
、
一
七
七
三
）
重
ね
て
刪
定
を
加
へ
、
頗
る
心
力

を
費
や
す
。
然
れ
ど
も
杜
を
讀
む
こ
と
未
だ
細
や
か
な
ら
ず
、

掛
漏
〔
遺
漏
〕
良
に
多
く
、
之
に
兼
ぬ
る
に
家
に
藏
書
鮮す

く

な

く
、
善
本
の
較
勘
す
べ
き
も
の
乏
し
き
に
苦
し
む
。
期
す
る
と

こ
ろ
、
博
雅
君
子
〔
博
識
な
方
々
〕
の
舛せ

ん

訛か

〔
誤
謬
〕
を
賜
正

せ
ら
れ
な
ば
、
幸
甚
な
り
幸
甚
な
り
（
是
編
創
始
於
乾
隆
庚
辰
、

稿
經
三
易
、
迄
癸
未
而
稍
有
就
緒
。
壬
辰
癸
巳
重
加
刪
定
、
頗
費
心

力
、
然
讀
杜
未
細
、
掛
漏
良
多
、
兼
之
家
鮮
藏
書
、
苦
乏
善
本
較
勘
。

所
期
博
雅
君
子
賜
正
舛
訛
、
幸
甚
幸
甚
）。

一　

三
百
篇
及
び
楚
辭
は
、
古
今
の
詩
家
の
祖
に
し
て
、
所あ

ら
ゆ有

る
雙
聲
疊
韻
の
字
、
こ
れ
を
載
せ
て
以
て
權
輿
〔
起
點
〕
を
誌

す
。
對
偶
の
論
に
拘
る
に
非
ざ
る
な
り
〔
詩
經
や
楚
辭
に
つ
い

て
は
對
偶
を
論
ず
る
こ
と
に
は
こ
だ
わ
ら
な
か
っ
た
〕。
文
選

が
諸
詩
の
若
き
、
晉
宋
以
前
は
大お

ほ
よ
そ都
闇ひ
そ

か
に
理
と
合
し
、
齊
梁

而
降
は
風
氣
尚
ほ
初
め
て
開
く
に
屬
す
。
分
か
ち
て
各
門
に
附

し
て
以
て
杜
の
自よ

り
て
出
づ
る
所
を
見あ
ら
は
す
の
み
（
三
百
篇
及
楚

辭
、
古
今
詩
家
之
祖
、
所
有
雙
聲
疊
韻
字
、
載
之
以
誌
權
輿
、
非
拘
對

偶
論
也
、
若
文
選
諸
詩
、
晉
宋
以
前
大
都
闇
與
理
合
、
齊
梁
而
降
風
氣

尚
屬
初
開
、
分
附
各
門
以
見
杜
所
自
出
爾
）。

一　

青
蓮
が
諸
體
亦
た
多
く
合
す
る
〔
雙
聲
疊
韻
の
古
法
に
か

な
う
〕
者
は
、
茲
に
附
し
て
之
を
載
す
。
李
杜
竝
び
稱
せ
ら
る

る
は
乃
ち
千
古
不
易
の
論
に
し
て
、
李
は
杜
に
較
べ
て
少
し
く

踈
な
り
と
雖
も
、
然
れ
ど
も
正
に
未
だ
優
劣
し
易
か
ら
ざ
る
を

見
る
可
し
。
或
る
ひ
と
以
爲
ら
く
、
李
は
七
音
〔
字
母
〕
に
精

に
し
て
杜
は
毎
に
牴
牾
〔
矛
盾
〕
す
と
。
此
れ
則
ち
強
ひ
て
鮮

な
き
事
を
作
す
な
り
（
青
蓮
諸
體
亦
多
合
者
茲
附
載
之
、
可
見
李
杜

竝
稱
乃
千
古
不
易
之
論
、
雖
李
較
杜
少
踈
、
然
正
未
易
優
劣
也
、
或
以

爲
李
精
七
音
而
杜
毎
牴
牾
、
此
則
強
作
鮮
事
也
）。

一　

自
來
、
詩
家
林
立
し
、
篇
什
充
棟
汗
牛
に
し
て
、
烏い
づ
くん
ぞ

能
く
具
さ
に
録
せ
ん
。
茲
に
王
孟
・
韓
柳
・
温
李
・
皮
陸
・
白

蘇
の
諸
家
を
採
る
こ
と
稍
や
詳
ら
か
な
る
の
外
、
餘
は
特
に
流

傳
最
も
著
は
れ
し
者
を
取
り
て
間ま

ま

一
二
を
附
す
。
大お
よ
そ約
唐
賢
、

此
を
守
る
者
多
く
、
宋
初
尚
ほ
遺
意
有
り
。
江
西
宗
派
自
り
以

後
、
名
家
乏
し
か
ら
ず
と
雖
も
、
然
れ
ど
も
復
た
心
を
此
に
留

む
る
こ
と
無
し
（
自
來
詩
家
林
立
篇
什
充
棟
汗
牛
、
烏
能
具
録
、
茲

採
王
孟
韓
柳
温
李
皮
陸
白
蘇
諸
家
稍
詳
外
、
餘
特
取
流
傳
最
著
者
間
附

一
二
、
大
約
唐
賢
守
此
者
多
、
宋
初
尚
有
遺
意
、
自
江
西
宗
派
以
後
、
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雖
不
乏
名
家
、
然
無
復
留
心
於
此
也
）。

一　

杜
賦
も
亦
た
雙
聲
疊
韻
に
拘
る
、
此
れ
古
法
な
り
。
選
賦

〔
文
選
の
賦
〕・
李
賦
を
以
て
焉こ

こ

に
附
す
。
文
中
の
駢
句
に
至
り

て
も
亦
た
復
た
略
ぼ
一
二
を
存
す
と
云
ふ
（
杜
賦
亦
拘
雙
聲
疊

韻
、
此
古
法
也
、
以
選
賦
李
賦
附
焉
、
至
文
中
駢
句
亦
復
略
存
一
二

云
）。

　

つ
づ
く
②
「
刪
定
凡
例
七
則
」
に
は
、『
杜
詩
雙
聲
疊
韻
譜
』
が

は
な
は
だ
煩
雜
で
あ
っ
た
た
め
、
も
と
あ
っ
た
十
六
卷

0

0

0

を
十
二
卷

0

0

0

へ

と
刪
定
し
た
經
緯
が
つ
づ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
さ
い
『
詩
經
』『
楚

辭
』
の
雙
聲
疊
韻
譜
を
ば
っ
さ
り
と
割
愛
し
、
ま
た
賦
や
散
文
に
お

け
る
雙
聲
疊
韻
譜
も
す
べ
て
削
る
な
ど
、
大
な
た
が
振
る
わ
れ
た
。

な
お
こ
の
「
刪
定
凡
例
七
則
」
の
末
尾
に
は
「
己
亥
（
四
四
年
、
一

七
七
九
）
立
夏
日
書
」
と
い
う
周
春
の
自
署
が
あ
る
。

一　

此
の
書
鈔
し
て
成
る
も
、
太
だ
繁
蕪
な
る
に
因
り
、
圖
譜

の
簡
〔
簡
明
〕
を
貴
ぶ
の
意
を
失
す
る
を
恐
れ
、
筐
中
に
藏
す

る
こ
と
久
し
。
友
人
余
に
勸
む
、「
一
片
の
苦
心
、
棄
置
す
る

は
惜
し
む
可
し
」
と
。
姑
ら
く
元
の
本
に
就
き
て
割
愛
し
て
之

を
刪
存
す
（
此
書
鈔
成
、
因
太
繁
蕪
、
恐
失
圖
譜
貴
簡
之
意
、
藏
筐

中
久
矣
、
友
人
勸
余
一
片
苦
心
棄
置
可
惜
、
姑
就
元
本
割
愛
而
刪
存

之
）。

一　

第
一
卷
よ
り
第
六
卷
に
至
る
ま
で
、
各
の
附
せ
し
詩
經
・

楚
辭
の
雙
聲
疊
韻
の
字
は
、
竝
び
に
皆
な
刪
去
し
て
當
に
自
か

ら
單
行
す
べ
し
（
第
一
卷
至
第
六
卷
各
附
詩
經
楚
辭
雙
聲
疊
韻
字
、

竝
皆
刪
去
當
自
單
行
）。

一　

第
一
卷
よ
り
第
十
卷
に
至
る
ま
で
、
載
す
る
所
の
杜
の
律

詩
・
杜
の
古
詩
、
及
び
附
せ
し
選
詩
・
古
詩
・
李
詩
・
唐
宋
の

詩
は
、
竝
び
に
刪
存
す
（
第
一
卷
至
第
十
卷
所
載
杜
律
詩
杜
古
詩

及
附
選
詩
古
詩
李
詩
唐
宋
詩
、
竝
刪
存
）。

一　

第
十
一
卷
の
「
不
合
一
門
」〔
内
容
未
詳
。
雙
聲
疊
韻
の

古
法
に
合
致
し
な
い
事
例
を
集
め
た
も
の
か
〕
に
載
す
る
所
の

唐
宋
古
今
體
詩
は
全
て
刪
す
（
第
十
一
卷
不
合
一
門
所
載
唐
宋
古

今
體
詩
、
全
刪
）。

一　

第
十
三
卷
に
載
す
る
所
の
杜
の
散
句
及
び
附
せ
し
唐
宋
の

句
、
第
十
四
卷
に
載
す
る
所
の
杜
の
古
詩
及
び
附
せ
し
唐
宋
の

詩
は
、
竝
び
に
刪
存
し
併
せ
て
一
卷
と
爲
す
（
第
十
三
卷
所
載

杜
散
句
及
附
唐
宋
句
、
第
十
四
卷
所
載
杜
古
詩
及
附
唐
宋
詩
、
竝
刪
存

併
爲
一
卷
）。

一　

第
十
五
卷
に
載
す
る
所
の
杜
賦
・
杜
文
、
附
せ
し
選
賦
及
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び
李
賦
の
雙
聲
疊
韻
の
字
は
、
竝
び
に
皆
な
刪
去
し
て
當
に
自

か
ら
單
行
す
べ
し
（
第
十
五
卷
所
載
杜
賦
杜
文
、
附
選
賦
及
李
賦
雙

聲
疊
韻
字
、
竝
皆
刪
去
、
當
自
單
行
）。

一　

元
の
書
十
六
卷
。
今
第
十
一
卷
と
十
五
卷
と
は
已
に
刪

し
、
第
七
卷
と
八
卷
と
を
併
せ
て
一
卷
と
爲
し
、
第
十
三
卷
と

十
四
卷
と
を
併
せ
て
一
卷
と
爲
す
。
共
せ
て
十
二
卷
な
り
（
元

書
十
六
卷
、
今
第
十
一
卷
十
五
卷
已
刪
、
第
七
卷
八
卷
併
爲
一
卷
、
第

十
三
卷
十
四
卷
併
爲
一
卷
、
共
十
二
卷
）。

　

そ
し
て
こ
れ
ら
の
凡
例
の
あ
と
に
は
、
一
七
七
九
年
夏
に
成
っ

た
『
杜
詩
雙
聲
疊
韻
譜0

』
十
二
卷

0

0

0

が
、
一
七
八
一
年
秋
に
は
さ
ら
に

『
杜
詩
雙
聲
疊
韻
譜
括
略

0

0

0

』
八
卷

0

0

へ
と
壓
縮
さ
れ
、
ま
た
雙
聲
疊
韻

の
格
式
も
計
十
二
種
（
後
述
）
に
ま
と
め
ら
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て

い
る
。
な
お
『
括
略
』
の
名
は
、
明
末
清
初
の
學
者
・
毛
奇
齡
の
著

作
の
體
例
に
な
ら
っ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。

　

乾
隆
辛
丑
（
四
六
年
、
一
七
八
一
）
仲
秋
、
定
本
の
精
粹
を
摘

刪
し
、『
括
略
八
卷
』
と
爲
す
。「
括
略
」
の
名
は
毛
西
河
〔
毛

奇
齡
〕
先
生
が
『
古
今
通
韻
』
の
體
例
に
本
づ
く
な
り
。
元
の

書
に
較
べ
て
僅
か
に
存
す
る
こ
と
什
の
二
三
、
又
た
こ
れ
を
太

だ
簡
然
た
る
に
失
す
る
こ
と
を
恐
る
る
も
、
要
旨
已
に
こ
こ
に

盡
く
れ
ば
、
則
ち
十
二
格
中
を
出
で
ず
し
て
、
杜
詩
雙
聲
疊
韻

の
能
事
畢
は
れ
り
。
松
靄
書
す
（
乾
隆
辛
丑
仲
秋
、
摘
刪
定
本
之

精
粹
爲
括
略
八
卷
、
括
略
之
名
本
毛
西
河
先
生
古
今
通
韻
體
例
也
、
較

元
書
僅
存
什
之
二
三
、
又
恐
失
之
太
簡
然
、
要
旨
已
盡
於
此
、
則
不
出

十
二
格
中
而
杜
詩
雙
聲
疊
韻
之
能
事
畢
矣
、
松
靄
書
）。

　

じ
つ
は
こ
の
『
括
略
八
卷
』
を
作
っ
た
後
も
、
周
春
は
さ
ら
に
二

度
こ
れ
に
手
を
加
え
、
一
七
八
四
年
秋
に
な
っ
て
、
現
在
わ
れ
わ
れ

が
見
る
こ
と
の
で
き
る
か
た
ち
に
落
ち
着
い
た
。『
杜
詩
雙
聲
疊
韻

譜
括
略
』
八
卷
の
目
録
の
末
尾
に
は
「
乾
隆
甲
辰
（
四
九
年
、
一
七

八
四
）
七
夕
前
三
日
、
松
靄
周
春
記
」
と
自
署
の
あ
る
付
記
が
置
か

れ
、
一
七
六
〇
年
に
『
杜
詩
雙
聲
疊
韻
譜
』
十
六
卷
の
稿
を
起
こ
し

て
か
ら
『
杜
詩
雙
聲
疊
韻
譜
括
略
』
八
卷
の
成
立
ま
で
に
ほ
ぼ
四
半

世
紀
を
つ
い
や
し
た
こ
と
、
數
あ
る
杜
甫
詩
の
研
究
書
の
な
か
で
も

雙
聲
疊
韻
に
論
及
し
た
も
の
は
こ
の
仕
事
を
お
い
て
ほ
か
に
な
い
こ

と
、
杜
甫
の
詩
律
の
細
や
か
さ
の
一
端
も
ま
た
こ
の
仕
事
に
よ
っ
て

明
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
こ
と
、
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
稿

本
か
ら
刻
本
へ
と
改
め
る
過
程
で
、
も
と
も
と
赤
字
で
示
さ
れ
て
い

た
雙
聲
は
刻
本
で
は
「
○
」
印
で
表
し
、
ま
た
緑
字
で
示
さ
れ
て
い
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た
疊
韻
は
刻
本
で
は
「
ヽ
」
印
で
表
す
こ
と
に
し
た
と
あ
る
。

　

此
の
書
凡
そ
五
た
び
稿
を
易
ふ
。
太
だ
繁
蕪
な
る
に
因
り
、

改
め
て
『
括
略
』
を
創
る
も
、
復
た
兩
び
稿
を
易
へ
、
二
十
有

五
年
を
閲
し
て
書
を
成
す
。
體
例
秩
然
と
し
て
、
釐を

さ

め
て
八
卷

と
爲
す
。
竊
か
に
謂
へ
ら
く
、
古
來
杜
を
讀
む
も
の
無お

よ
そ慮
千
百

家
、
然
れ
ど
も
從よ

つ
て
未
だ
此
に
論
及
す
る
者
有
ら
ず
。
余
敢

へ
て
自
ら
少
陵
の
功
臣
に
附
す
る
に
非
ず
、
而
れ
ど
も
賾さ

く

を
探

り
隱
を
索
む
れ
ば
、
詩
律
の
細
も
又
た
其
の
一
斑
な
る
を
窺
ひ

見
る
（
此
書
凡
五
易
稿
、
因
太
繁
蕪
、
改
創
括
略
、
復
兩
易
稿
、
閲

二
十
有
五
年
而
成
書
、
體
例
秩
然
、
釐
爲
八
卷
、
竊
謂
古
來
讀
杜
無
慮

千
百
家
、
然
從
未
有
論
及
此
者
、
余
非
敢
自
附
少
陵
功
臣
、
而
探
賾
索

隱
窺
見
詩
律
之
細
又
其
一
斑
焉
）。

　

抄
本
の
雙
聲
は
紅
を
以
て
、
疊
韻
は
綠
を
以
て
別
と
爲
す

（
抄
本
雙
聲
以
紅
、
疊
韻
以
綠
爲
別
）。

　

今
刻
の
雙
聲
は
改
め
て
圈
を
用
ひ
、
疊
韻
は
改
め
て
點
を
用

ふ
（
今
刻
雙
聲
改
用
圈
、
疊
韻
改
用
點
）。

（
三
）『
杜
詩
雙
聲
疊
韻
譜
括
略
』
序
の
内
容

　

一
七
八
四
年
に
成
っ
た
刻
本
『
杜
詩
雙
聲
疊
韻
譜
括
略
』
八
卷

は
、
そ
の
六
年
後
、
は
れ
て
刊
行
の
運
び
と
な
っ
た
。「
譜
括
略
序
」

の
末
尾
に
は
「
乾
隆
五
十
有
四
年
〔
一
七
八
九
〕、
歳
次
屠
維
作
噩

〔
＝
己
酉
〕
圉
涂
月
〔
＝
十
二
月
〕、
周
春
黍
谷
書
」
と
い
う
周
春
の

自
署
が
あ
る
。
こ
の
序
文
に
お
い
て
周
春
は
ま
ず
、
同
書
の
學
術
的

意
義
を
、
古
人
の
主
た
る
業
績
に
も
比
肩
す
べ
き
も
の
だ
と
訴
え

る
。　

『
杜
詩
雙
聲
疊
韻
譜
括
略
』
の
成
る
や
、
今
に
於
い
て
六
年

な
り
。
始
め
こ
れ
を
剞き

劂つ
け

〔
版
木
を
彫
る
〕
に
付
す
る
を
謀

り
、
復
た
簡
端
に
序
し
て
曰
く
「
杜
集
の
編
は
樊
潤
州
〔
樊

晃
〕
よ
り
始
ま
り
し
な
り
。
杜
の
注
有
る
は
趙
次
公
よ
り
始
ま

り
し
な
り
。
杜
の
評
有
る
は
劉
須
溪
〔
劉
辰
翁
〕
よ
り
始
ま
り

し
な
り
。
杜
詩
の
編
年
は
魯
冷
齋
〔
魯
訔
〕
よ
り
始
ま
り
し
な

り
。
杜
詩
の
分
類
は
陳
浩
然
〔
陳
應
行
〕
よ
り
始
ま
り
し
な

り
。
杜
の
年
譜
は
呂
汲
公
〔
呂
大
防
〕
よ
り
始
ま
り
し
な
り
。

而
し
て
杜
詩
の
雙
聲
疊
韻
を
以
て
創
め
て
一
書
を
爲
す
は
則
ち

此
れ
よ
り
始
ま
る
」
と
（
杜
詩
雙
聲
疊
韻
譜
括
略
之
成
於
今
六
年

矣
。
始
謀
付
諸
剞
劂
、
復
序
於
簡
端
曰
、
杜
集
之
編
自
樊
潤
州
始
也
、

杜
之
有
注
自
趙
次
公
始
也
、
杜
之
有
評
自
劉
須
溪
始
也
、
杜
詩
之
編
年

自
魯
冷
齋
始
也
、
杜
詩
之
分
類
自
陳
浩
然
始
也
、
杜
之
年
譜
自
呂
汲
公
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始
也
、
而
以
杜
詩
之
雙
聲
疊
韻
創
爲
一
書
則
自
此
始
）。

　

杜
甫
詩
に
お
け
る
雙
聲
疊
韻
の
用
例
を
取
り
上
げ
る
意
義
に
つ
い

て
周
春
は
、
こ
れ
は
あ
た
か
も
孔
子
の
容
貌
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る
四

十
九
種
の
特
徴
を
取
り
上
げ
る
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
こ
の
種
の
特

徴
自
體
に
は
な
ん
ら
神
聖
な
も
の
が
宿
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
け

れ
ど
も
、
人
々
は
そ
れ
ら
を
見
て
非
凡
な
も
の
を
感
じ
る
よ
う
に
、

杜
甫
詩
の
こ
の
雙
聲
疊
韻
も
ま
た
、
詩
聖
の
一
端
を
窺
わ
せ
る
も
の

だ
と
説
く
。

　

蓋
し
少
陵
の
詩
に
於
け
る
や
、
所
謂
る
聖
に
し
て
知
る
可
か

ら
ざ
る
を
こ
れ
神
と
謂
ひ
、
而
し
て
後
世
の
少
陵
を
學
ぶ
者
も

亦
た
復
た
皆
な
聖
人
の
一
體
有
り
。
才
力
に
由
り
實
に
能
く
古

今
を
牢
籠
〔
包
括
〕
し
て
有
ら
ざ
る
所
無
く
、
卽
ち
雙
聲
疊
韻

の
如
き
は
其
の
詩
の
一
斑
に
過
ぎ
ざ
る
の
み
。
至
巧
・
至
密
、

此
の
若
し
。
況
ん
や
こ
れ
を
章
句
作
法
の
全ま

つ
たき

に
進
求
す
る
を

や
。
夫
れ
第た

だ
雙
聲
疊
韻
を
以
て
少
陵
を
觀
る
は
、
殆
ん
ど
猶

ほ
四
十
九
表
〔
孔
子
の
容
貌
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る
四
十
九
種
の

特
徴
〕
を
以
て
孔
子
を
觀
る
が
ご
と
し
。
河
目
・
海
口
、
初
め

は
盛
德
の
至
り
に
關
す
る
こ
と
無
し
と
雖
も
、
而
れ
ど
も
識
る

者
、
其
の
形
貌
容
體
、
便
ち
凡
な
ら
ざ
る
を
覺
ゆ
と
謂
へ
ば
、

則
ち
杜
詩
の
雙
聲
疊
韻
も
亦
た
是
の
若
き
の
み
（
蓋
少
陵
之
於

詩
、
所
謂
聖
而
不
可
知
之
謂
神
、
而
後
世
之
學
少
陵
者
、
亦
復
皆
有
聖

人
之
一
體
、
由
才
力
、
實
能
牢
籠
古
今
無
所
不
有
、
卽
如
雙
聲
疊
韻
、

不
過
其
詩
之
一
斑
耳
而
已
、
至
巧
至
密
若
此
、
況
進
求
諸
章
句
作
法
之

全
乎
、
夫
第
以
雙
聲
疊
韻
觀
少
陵
、
殆
猶
以
四
十
九
表
觀
孔
子
、
雖
河

目
海
口
初
無
關
於
盛
德
之
至
、
而
識
者
謂
其
形
貌
容
體
便
覺
不
凡
、
則

杜
詩
之
雙
聲
疊
韻
亦
若
是
而
已
矣
）。

　

そ
し
て
同
書
の
刊
行
は
杜
甫
沒
後
ほ
ぼ
一
千
二
十
年
を
經
て
實
現

し
た
こ
と
、
ま
た
唐
人
ら
は
李
杜
と
い
い
、
宋
人
ら
は
杜
詩
韓
筆
と

い
っ
た
け
れ
ど
も
、
李
白
の
詩
も
韓
愈
の
文
も
、
杜
甫
の
微
妙
で
奧

深
い
詩
の
表
現
力
に
は
及
ぶ
べ
く
も
な
い
と
述
べ
、
周
春
は
こ
の

「
譜
括
略
序
」
を
し
め
く
く
っ
て
い
る
。

　

今
、
少
陵
の
沒
を
距
つ
る
こ
と
將
に
十
有
七
庚
戌
〔
杜
甫

の
沒
年
は
庚
戌
七
七
〇
年
〕
な
ら
ん
と
し
、
一
千
二
十
年
來

〔
60
×
17
＝
1020
〕、
其
の
詩
日
ゞ
讀
め
ば
愈
よ
新
た
に
、
其
の
義

日
ゞ
出
で
て
盡
く
る
こ
と
無
し
。
唐
人
は
李
杜
と
竝
び
稱
し
、

杜
詩
韓
筆
は
宋
人
毎つ

ね

に
こ
れ
を
竝
び
重
ん
ず
。
竊
か
に
杜
の
微
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妙
精
深
を
論
ず
れ
ば
、
李
韓
兩
家
の
及
ぶ
可
き
所
に
あ
ら
ざ
る

有
り
。
こ
の
譜
を
覽
る
者
、
當
に
益ま

す
ま
す
斯
の
言
を
信
ず
べ
し

（
今
距
少
陵
之
沒
、
將
十
有
七
庚
戌
、
而
一
千
二
十
年
來
、
其
詩
日
讀

而
愈
新
、
其
義
日
出
而
無
盡
、
唐
人
竝
稱
李
杜
、
而
杜
詩
韓
筆
宋
人
毎

竝
重
之
、
竊
論
杜
之
微
妙
精
深
、
有
非
李
韓
兩
家
所
可
及
、
覽
是
譜
者

當
益
信
斯
言
）。

　

二
つ
の
序
お
よ
び
凡
例
の
内
容
か
ら
、『
杜
詩
雙
聲
疊
韻
譜
括
略
』

八
卷
は
、
先
行
す
る
稿
本
『
杜
詩
雙
聲
疊
韻
譜
』
十
六
卷
の
執
筆
を

含
め
、
お
よ
そ
四
半
世
紀
の
時
間
を
か
け
、
幾
度
も
刪
定
し
て
成
っ

た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
杜
甫
詩
の
み
な
ら
ず
、『
文
選
』
の
詩

篇
を
は
じ
め
、
唐
宋
諸
家
の
詩
に
お
け
る
雙
聲
疊
韻
の
事
例
を
も
參

照
し
た
書
物
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
と
思
う
。

二�

、『
杜
詩
雙
聲
疊
韻
譜
括
略
』
の
特
長
お
よ
び

問
題
點

　
　

卷
之
一　
　

雙
聲
正
格　
　

疊
韻
正
格

　
　

卷
之
二
上　

雙
聲
同
音
通
用
格　
　

疊
韻
平
上
去
三
聲
通
用
格

　
　

卷
之
二
下　

雙
聲
借
用
格　
　

疊
韻
借
用
格

　
　

卷
之
三　
　

雙
聲
廣
通
格　
　

疊
韻
廣
通
格

　
　

卷
之
四　
　

雙
聲
對
變
格　
　

疊
韻
對
變
格

　
　

卷
之
五　
　

散
句
不
單
用
格　
　

古
詩
四
句
内
照
應
格

　
　

卷
之
六　
　

諸
格
摘
論

　
　

卷
之
七　
　

論
各
書

　
　

卷
之
八
上　

附
録

　
　

卷
之
八
下　

序
例

　

右
は
『
杜
詩
雙
聲
疊
韻
譜
括
略
』
八
卷
の
目
録
で
あ
る
。
こ
の
う

ち
卷
之
一
か
ら
卷
之
五
ま
で
は
、
い
ず
れ
も
「
…
…
格
」
と
命
名
さ

れ
て
い
る
と
お
り
、
雙
聲
疊
韻
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
計
十
二
種
の
格

式
を
定
め
た
部
分
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
こ
れ
ら
は
内
容
上
、
卷

之
一
か
ら
卷
之
三
ま
で
と
、
卷
之
四
か
ら
卷
之
五
ま
で
と
の
二
つ
の

部
分
に
大
き
く
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
前
者
は
主

と
し
て
雙
聲
疊
韻
の
精
度

0

0

に
つ
い
て
論
じ
た
部
分
で
あ
り
、
後
者
は

主
と
し
て
雙
聲
疊
韻
の
頻
度

0

0

に
つ
い
て
論
じ
た
部
分
に
な
っ
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。
と
り
わ
け
前
者
は
、
雙
聲
疊
韻
の
格
式
に
精
度
上
の

等
級
を
認
め
る
も
の
で
あ
り
、
正
格
↓
通
用
格
（
借
用
格
を
含
む
）↓

廣
通
格
へ
と
進
む
に
つ
れ
て
、
雙
聲
疊
韻
の
精
度
が
段
階
的
に
緩
や

か
に
な
っ
て
ゆ
く
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
が
周
春
の
雙
聲
疊
韻
論
の
獨

創
的
な
部
分
で
あ
る
。
ま
た
卷
之
六
は
、「
諸
格
」
の
語
が
示
す
と
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お
り
、
そ
れ
ま
で
論
じ
て
き
た
も
ろ
も
ろ
の
格
式
を
總
括
す
る
部
分

に
な
っ
て
お
り
、
卷
之
七
は
「
各
書
」
す
な
わ
ち
歴
代
の
詩
論
書
に

お
け
る
雙
聲
疊
韻
論
を
引
用
し
な
が
ら
、
そ
の
適
否
を
論
じ
て
い

る
。

　

本
節
で
は
、
同
書
の
特
長
お
よ
び
問
題
點
に
つ
い
て
ま
と
め
て
み

た
い
。

（
一
）
特
長

　

同
書
の
特
長
と
し
て
ま
ず
擧
げ
る
べ
き
は
、
さ
き
に
も
述
べ
た
と

お
り
、
雙
聲
疊
韻
の
判
定
に
そ
れ
ぞ
れ
「
正
格
・
通
用
格
・
廣
通

格
」
と
い
う
三
段
階
の
等
級
を
設
け
た
こ
と
で
あ
る
。
具
體
的
に
は

「
雙
聲
正
格
（
聲
母
が
完
全
に
一
致
す
る
も
の
）」、「
雙
聲
通
用
格
（
聲

母
が
清
濁
の
區
分
を
同
じ
く
す
る
も
の
）」、「
雙
聲
廣
通
格
（
聲
母
が
清

濁
の
區
分
を
跨
い
で
近
似
す
る
も
の
）」、「
疊
韻
正
格
（
韻
母
・
聲
調
が
完

全
に
一
致
す
る
も
の
）」「
疊
韻
通
用
格
（
韻
母
が
一
致
し
、
聲
調
を
異
に

す
る
も
の
）」「
疊
韻
廣
通
格
（
韻
母
・
聲
調
が
古
詩
の
通
押
例
に
照
ら
し

て
近
似
す
る
も
の
）」
と
い
う
六
つ
の
格
式
が
こ
れ
に
該
當
す
る
。
筆

者
は
か
つ
て
、
中
唐
の
慧
琳
著
『
一
切
經
音
義
』
の
反
切
が
反
映
す

る
唐
代
長
安
音
（
慧
琳
音
）
の
體
系
に
も
と
づ
き
、『
杜
詩
雙
聲
疊
韻

譜
括
略
』
卷
之
一
「
雙
聲
正
格
」
お
よ
び
「
疊
韻
正
格
」
に
擧
げ
ら

れ
た
杜
甫
詩
す
べ
て
の
事
例
に
つ
い
て
、
詳
細
な
檢
證
を
お
こ
な
っ

た
こ
と
が
あ
る（

４
）。
そ
の
結
果
、
周
春
に
よ
る
杜
甫
詩
の
雙
聲
疊
韻
の

判
定
は
か
な
り
的
確
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
の
で
あ
る
。
た
と
え

ば
、

　
　

數
廻
細
寫

4

4

愁
仍
破　
　
「
細
寫
」（
心
母
・
心
母
） 

＊
雙
聲
正
格

　
　

萬
顆
圓
匀

4

4

訝
（
５
）

許
同　
　
「
圓
匀
」（
云
母
・
以
母
）

 

↓
慧
琳
音
で
合
流

 

―
― 「
野
人
送
朱
櫻
」（
七
言
律
詩
0549
）

（
６
）

　
　

幾
年
逢
熟
食

4

4　
　
「
熟
食
」（
常
母
・
船
母
） 

↓
慧
琳
音
で
合
流

　
　

萬
里
逼
清
明

0

0　
　
「
清
明
」（
清
韻
・
庚
韻
三
等
） 

＊
疊
韻
正
格

 

―
― 「
熟
食
日
示
宗
文
宗
武
」（
五
言
律
詩
1091
）

　
　

一
重
一
掩
吾
肺
腑

4

4　
　
「
肺
腑
」（
敷
母
・
非
母
）

 

↓
慧
琳
音
で
合
流

　
　

山
花
山
鳥
吾
友
于

4

4　
　
「
友
于
」（
云
母
・
云
母
） 

＊
雙
聲
正
格

 

―
― 「
嶽
麓
山
道
林
二
寺
行
」（
七
言
古
詩
1395
）

　

右
に
擧
げ
た
事
例
の
う
ち
、『
韻
鏡
』
の
分
類
で
は
一
致
し
な
い

「
圓
匀
」（
云
母
・
以
母
）、「
熟
食
」（
常
母
・
船
母
）、「
肺
腑
」（
敷
母
・

非
母
）
な
ど
は
、
慧
琳
音
で
は
そ
れ
ぞ
れ
「
韋
」「
時
」「
方
」
と
い
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う
一
つ
の
聲
母
に
合
流
し
て
お
り
、
よ
っ
て
こ
の
三
例
は
、
慧
琳
音

に
照
ら
せ
ば
、
い
ず
れ
も
雙
聲
正
格
と
み
な
し
う
る
。
ま
た
、

　
　

寸
腸（

７
）堪

繾0

綣0　
　
「
繾
綣
」（
獮
韻
・
阮
韻
） 

↓
慧
琳
音
で
合
流

　
　

一
諾
豈
驕
矜

4

4　
　
「
驕
矜
」（
見
母
・
見
母
） 

＊
雙
聲
正
格

 
―
― 「
贈
特
進
汝
陽
王
二
十
二
韻
」（
五
言
排
律
0031
）

　
　

翡
翠

0

0

鳴
衣
桁　
　
「
翡
翠
」（
未
韻
・
至
韻
） 

↓
慧
琳
音
で
合
流

　
　

蜻
蜓

0

0

立
釣
絲　
　
「
蜻
蜓
」（
青
韻
・
青
韻
） 

＊
疊
韻
正
格

 

　

―
― 「
重
過
何
氏
五
首
其
三
」（
五
言
律
詩
0085
）

　
　

飄
蕭

0

0

將
素
髮　
　
「
飄
蕭
」（
宵
韻
・
蕭
韻
） 

↓
慧
琳
音
で
合
流

　
　

汨
沒

0

0

聽
洪
罏（
８
）　
　
「
汨
沒
」（
沒
韻
・
沒
韻
） 

＊
疊
韻
正
格

　
　
　

 

―
― 

「
大
暦
三
年
春
白
帝
城
放
船
出
瞿
唐
峽
久
居
虁
府
將
適

江
陵
漂
泊
有
詩
凡
四
十
韻
」 
（
五
言
排
律
1305
）

　

右
に
擧
げ
た
事
例
の
う
ち
、『
廣
韻
』
の
分
類
で
は
一
致
し
な
い

「
繾
綣
」（
獮
韻
・
阮
韻
）「
翡
翠
」（
未
韻
・
至
韻
）「
飄
蕭
」（
宵
韻
・

蕭
韻
）
な
ど
は
、
慧
琳
音
で
は
そ
れ
ぞ
れ
「
謇
」「
驍
」「
驥
」
と
い

う
一
つ
の
韻
母
に
合
流
し
て
お
り
、
よ
っ
て
こ
の
三
例
は
、
慧
琳
音

に
照
ら
せ
ば
、
い
ず
れ
も
疊
韻
正
格
と
み
な
し
う
る
。

　

周
春
は
『
廣
韻
』
お
よ
び
『
七
音
略
』
を
座
右
に
置
い
て
、
杜
甫

詩
に
お
け
る
雙
聲
疊
韻
の
適
否
を
判
定
し
て
い
た
と
想
像
さ
れ
る

が（
９
）、
前
述
の
よ
う
に
、
慧
琳
音
に
見
ら
れ
る
聲
母
や
韻
母
の
合
流
現

象
に
周
春
の
判
定
が
一
致
し
て
い
る
事
例
が
あ
る
の
は
、
周
春
自
身

の
故
郷
・
浙
江
海
寧
の
方
言
讀
書
音
に
、
早
期
中
古
音
か
ら
晩
期
中

古
音
へ
の
變
化
が
反
映
さ
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
も
っ
と
も
こ
う

し
た
變
化
は
、
そ
の
他
多
く
の
方
言
讀
書
音
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る

は
ず
で
あ
り
、
浙
江
方
言
に
限
っ
て
認
め
ら
れ
る
現
象
で
は
な
い
で

あ
ろ
う
。

（
二
）
問
題
點

　

以
下
で
は
、
周
春
の
雙
聲
疊
韻
の
判
定
に
お
い
て
、
や
や
問
題
と

な
る
事
例
を
み
て
ゆ
く
こ
と
に
す
る
。
ま
ず
雙
聲
に
つ
い
て
で
あ
る

が
、
齒
頭
音
・
齒
上
音
・
正
齒
音
の
分
類
を
ま
た
ぐ
聲
母
の
組
み
合

わ
せ
を
、
周
春
が
雙
聲
と
判
定
し
て
い
る
事
例
を
か
か
げ
る
。
た
と

え
ば
心
母
・
生
母
・
書
母
、
清
母
・
初
母
・
昌
母
お
よ
び
精
母
・
莊

母
・
章
母
の
組
み
合
わ
せ
に
つ
い
て
、
周
春
は
こ
れ
ら
を
み
な
雙
聲

通
用
格
の
語
と
し
て
處
理
し
て
い
る
。

　
　

書
史

4

4

全
傾
撓　
　
「
書
史
」（
書
母
・
生
母
）

 

↓
雙
聲
通
用
格
と
判
定
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裝
嚢

0

0

半
壓
濡　
　
「
裝
嚢
」（
陽
韻
・
唐
韻
） 

＊
疊
韻
正
格

　
　
　

 

―
― 

「
大
暦
三
年
春
白
帝
城
放
船
出
瞿
唐
峽
久
居
夔
府
將
適

江
陵
漂
泊
有
詩
凡
四
十
韻
」 

（
五
言
排
律
1305
）

　
　

鳥
雀
苦
肥
秋
粟
菽

0

0　
　
「
粟
菽
」（
燭
韻
・
屋
韻
） 

＊
疊
韻
正
格

　
　

蛟
龍
欲
蟄
寒
沙
水

4

4　
　
「
沙
水
」（
生
母
・
書
母
）

 

↓
雙
聲
通
用
格
と
判
定

　
　
　

 

―
― 「
暮
春
枉
裴
道
州
手
札
率
爾
遣
興
寄
遞
呈
蘇
渙
侍
御
」

 

（
七
言
古
詩
1414
）

　
　

此
生
任
春
草

4

4　
　
「
春
草
」（
昌
母
・
清
母
）

 

↓
雙
聲
通
用
格
と
判
定

　
　

垂
老
獨
漂
萍

4

4　
　
「
漂
萍
」（
滂
母
・
竝
母
） 

＊
雙
聲
廣
通
格

 

―
― 「
贈
翰
林
張
四
學
士
〓
」（
五
言
排
律
0042
）

　
　

形
骸

4

4

元
土
木　
　
「
形
骸
」（
匣
母
・
匣
母
） 
＊
雙
聲
正
格

　
　

舟
楫

4

4

復
江
湖　
　
「
舟
楫
」（
章
母
・
精
母
）

 

↓
雙
聲
通
用
格
と
判
定

 

―
― 「
舟
出
江
陵
南
浦
奉
寄
鄭
少
尹
審
」（
五
言
排
律
1339
）

　

こ
こ
で
は
と
く
に
正
齒
音
の
位
置
づ
け
が
問
題
と
な
る
。
上
古
音

で
は
正
齒
音
は
舌
頭
音
や
舌
上
音
に
近
い
音
で
發
音
さ
れ
て
い
た

が
、
中
古
音
で
は
正
齒
音
（
章
母
・
昌
母
・
船
母
・
書
母
・
常
母
）、
齒

上
音
（
莊
母
・
初
母
・
崇
母
・
生
母
・
俟
母
）、
齒
頭
音
（
精
母
・
清
母
・

從
母
・
心
母
・
邪
母
）
は
、
再
構
音
に
よ
れ
ば
す
べ
てts

やs

の
よ
う

な
破
擦
音
と
摩
擦
音
と
い
う
共
通
點
を
も
つ
。
聽
覺
的
に
も
こ
の
三

者
が
相
對
的
に
近
い
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
右
の
事
例
に
も
見
ら

れ
る
よ
う
に
、「
書
史
」（
書
母
・
生
母
）「
沙
水
」（
生
母
・
書
母
）「
春

草
」（
昌
母
・
清
母
）「
舟
楫
」（
章
母
・
精
母
）
な
ど
の
語
に
對
置
さ

れ
た
も
う
一
方
の
語
が
、
い
ず
れ
も
ほ
ぼ
疊
韻
正
格
あ
る
い
は
雙
聲

正
格
と
判
定
で
き
る
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
杜
甫
は
自
身
の
語
感
に
し

た
が
っ
て
、
い
わ
ば
修
辭
的
見
地

0

0

0

0

0

か
ら
、
近
似
す
る
聲
母
を
あ
え
て

雙
聲
の
語
と
し
て
組
み
立
て
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

次
に
、
唇
音
・
舌
音
・
牙
音
・
喉
音
・
齒
音
の
別
を
ま
た
ぐ
聲
母

の
組
み
合
わ
せ
を
周
春
が
雙
聲
と
判
定
し
て
い
る
事
例
を
か
か
げ

る
。
た
と
え
ば
牙
音
と
喉
音
の
組
み
合
わ
せ
や
、
舌
音
と
齒
音
の
組

み
合
わ
せ
な
ど
を
、
周
春
は
し
ば
し
ば
雙
聲
廣
通
格
の
語
と
し
て
處

理
し
て
い
る
。

　
　

星
垂

4

4

平
野
闊　
　
「
星
垂
」（
心
母
・
常
母
） 

＊
雙
聲
廣
通
格

　
　

月
湧

4

4

大
江
流　
　
「
月
湧
」（
疑
母
・
以
母
） 

↓
牙
音
と
喉
音

 

―
― 「
旅
夜
書
懷
」（
五
言
律
詩
0836
）

　
　

鍼
炙

4

4

阻
朋
曹　
　
「
鍼
炙
」（
章
母
・
章
母
） 

＊
雙
聲
正
格
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清
・
周
春
著
『
杜
詩
雙
聲
疊
韻
譜
括
略
』
成
書
考
（
丸
井
）

　
　

糠4

籺4

對
童
孺　
　
「
糠
籺
」（
溪
母
・
匣
母
） 

↓
牙
音
と
喉
音

 

―
― 「
雨
」（
五
言
古
詩
1137
）

　
　

久
待
無
消
息

4

4　
　
「
消
息
」（
心
母
・
心
母
） 

＊
雙
聲
正
格

　
　

終
朝

4

4

有
底
忙　
　
「
終
朝
」（
章
母
・
知
母
） 

↓
正
齒
音
と
舌
上
音

 

―
― 「
寄
邛
州
崔
録
事
」（
五
言
律
詩
0747
）

　
　

最
是
楚
宮
俱
泯
滅

4

4　
　
「
泯
滅
」（
明
母
・
明
母
） 

＊
雙
聲
正
格

　
　

舟
人
指
點

4

4

到
今
疑　
　
「
指
點
」（
章
母
・
端
母
）

 

↓
正
齒
音
と
舌
頭
音

 

―
― 「
詠
懷
古
跡
五
首
其
二
」（
七
言
律
詩
0994
）

　
　

幸
不
折
來

4

4

傷
歳
暮　
　
「
折
來
」（
常
母
・
來
母
）

 
↓
正
齒
音
と
半
舌
音

　
　

若
爲
看
去

4

4

亂
郷
愁　
　
「
看
去
」（
溪
母
・
溪
母
） 

＊
雙
聲
正
格

　
　
　

 

―
― 「
和
裴
廸
登
蜀
州
東
亭
送
客
逢
早
梅
相
憶
見
寄
」

 

（
七
言
律
詩
0427
）

　
　

落
日

4

4

留
王
母　
　
「
落
日
」（
來
母
・
日
母
）

 

↓
半
舌
音
と
半
齒
音

　
　

微
風

4

4

倚
少
兒　
　
「
微
風
」（
微
母
・
非
母
） 

＊
雙
聲
廣
通
格

 

―
― 「
宿
昔
」（
五
言
律
詩
1012
）

　
　

義
方
兼
有
訓

4

4　
　
「
有
訓
」（
云
母
・
曉
母
） 

＊
雙
聲
廣
通
格

　
　

詞
翰
兩
如
神

4

4　
　
「
如
神
」（
日
母
・
船
母
） ↓
半
齒
音
・
正
齒
音

　
　
　

 

―
― 「
奉
賀
陽
城
郡
王
太
夫
人
恩
命
加
鄧
國
太
夫
人
」

 

（
五
言
排
律
1270
）

　
「
月
湧
」（
疑
母
・
以
母
）「
糠
籺
」（
溪
母
・
匣
母
）
と
い
っ
た
牙
音

と
喉
音
の
組
み
合
わ
せ
は
、「
牙
喉
音
」
と
總
稱
さ
れ
る
よ
う
に
、

も
と
も
と
音
が
近
く
、
再
構
音
に
よ
れ
ば
調
音
部
位
は
同
じ
で
調
音

方
法
だ
け
が
異
な
る
。
一
方
、「
終
朝
」（
章
母
・
知
母
）
の
よ
う
な

正
齒
音
と
舌
上
音
の
組
み
合
わ
せ
を
雙
聲
と
判
定
し
た
の
は
周
春
の

方
言
讀
書
音
に
特
有
の
讀
み
方
と
思
わ
れ
、
ま
た
「
指
點
」（
章
母
・

端
母
）
の
よ
う
な
正
齒
音
と
舌
頭
音
の
組
み
合
わ
せ
を
雙
聲
と
し
た

の
は
判
定
の
誤
り
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、「
折
來
」（
常

母
・
來
母
）「
落
日
」（
來
母
・
日
母
）「
如
神
」（
日
母
・
船
母
）
の
三
例

を
周
春
が
雙
聲
と
判
定
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
筆
者
は
そ
の
適
否
を

檢
證
す
る
材
料
を
持
た
な
い
。

　

以
下
で
は
周
春
に
よ
っ
て
疊
韻
と
判
定
さ
れ
た
事
例
を
見
て
ゆ
く

が
、
ま
ず
疊
韻
と
す
る
よ
り
も
む
し
ろ
雙
聲
と
し
た
ほ
う
が
よ
さ
そ

う
な
事
例
を
か
か
げ
る
。

　
　

登
頓

0

0

生
層
陰　
　
「
登
頓
」（
端
母
・
端
母
／
登
韻
・
慁
韻
）

 

↓
非
疊
韻
（
雙
聲
正
格
）
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傾
敧

4

4

出）
10
（

高
岸　
　
「
傾
敧
」（
溪
母
・
溪
母
） 

＊
雙
聲
正
格

 

―
― 「
通
泉
驛
南
去
通
泉
縣
十
五
里
山
水
作
」（
五
言
古
詩
0592
）

　
　

空
看

4

4

過
客
涙　
　
「
空
看
」（
溪
母
・
溪
母
） 

＊
雙
聲
正
格

　
　

莫0

覔0

主
人
恩　
　
「
莫
覔
」（
明
母
・
明
母
／
鐸
韻
・
錫
韻
）

 

↓
非
疊
韻
（
雙
聲
正
格
）

 

―
― 「
題
忠
州
龍
興
寺
所
居
院
壁
」（
0834
）

　
　

正
枕

0

0

當
星
劍　
　
「
正
枕
」（
章
母
・
章
母
／
勁
韻
・
寢
韻
）

 

↓
非
疊
韻
（
雙
聲
正
格
）

　
　

收
書

4

4

動
玉
琴　
　
「
收
書
」（
書
母
・
書
母
） 

＊
雙
聲
正
格

 
―
― 「
暝
」（
五
言
律
詩
1199
）

　
　

邊
塞
西
羌
最
充
斥

4

4　
　
「
充
斥
」（
昌
母
・
昌
母
） 

＊
雙
聲
正
格

　
　

衣
冠
南
渡
多
崩
奔

0

0　
　
「
崩
奔
」（
幫
母
・
幫
母
／
登
韻
・
魂
韻
）

 

↓
非
疊
韻
（
雙
聲
正
格
）

 

―
― 「
追
酬
故
高
蜀
州
人
日
見
寄
」（
七
言
古
詩
1429
）

　
「
登
頓
」（
登
韻
・
慁
韻
）「
莫
覔
」（
鐸
韻
・
錫
韻
）「
正
枕
」（
勁
韻
・

寢
韻
）「
崩
奔
」（
登
韻
・
魂
韻
）
を
疊
韻
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
筆

者
は
當
初
、
周
春
の
點
の
打
ち
ま
ち
が
え
で
は
な
か
ろ
う
か
と
疑
っ

た
ほ
ど
で
あ
る
。
た
だ
周
春
の
方
言
讀
書
音
が
「-n, -m

, -ng

」
を

區
別
で
き
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
う
し
た
判
定
に
至
っ
た
可
能
性

も
あ
る）
11
（

。

　

つ
ぎ
に
、
十
六
攝
を
異
に
す
る
韻
母
同
士
を
疊
韻
と
し
た
事
例
を

か
か
げ
る
が
、
や
は
り
語
尾
の
子
音
の
違
い
を
ふ
ま
え
ず
に
疊
韻
と

判
定
し
て
い
る
も
の
が
多
い
。

　
　

車
箱
入
谷

0

0

無
回
路）
12
（
　
　
「
入
谷
」（
緝
韻
・
屋
韻
） 

↓
非
疊
韻

　
　

箭
栝
通
天

4

4

有
一
門　
　
「
通
天
」（
透
母
・
透
母
） 

＊
雙
聲
正
格

 

―
― 「
望
嶽
」（
七
言
律
詩
0230
）

　
　

要
求
陽
岡

0

0

暖　
　
「
陽
岡
」（
陽
韻
・
唐
韻
） 

＊
疊
韻
正
格

　
　

苦
渉
陰
嶺

0

0

沍　
　
「
陰
嶺
」（
侵
韻
・
靜
韻
） 

↓
非
疊
韻

　
　
　

 

―
― 「
西
枝
村
尋
置
草
堂
地
夜
宿
贊
公
土
室
二
首
其
一
」

 

（
五
言
古
詩
0308
）

　
　

風
物

4

4

悲
遊
子　
　
「
風
物
」（
非
母
・
微
母
） 

＊
雙
聲
廣
通
格

　
　

登
臨

0

0

憶
侍
郎　
　
「
登
臨
」（
登
韻
・
侵
韻
） 

↓
非
疊
韻

 

―
― 「
和
裴
廸
登
新
津
寺
寄
王
侍
郎
」（
五
言
律
詩
0416
）

　
　

白
日

0

0

中）
13
（

原
上　
　
「
白
日
」（
陌
韻
・
質
韻
） 

↓
非
疊
韻

　
　

清
秋

4

4

大
海
隅　
　
「
清
秋
」（
清
母
・
清
母
） 

＊
雙
聲
正
格

 

―
― 「
哭
臺
州
鄭
司
戸
蘇
少
監
」（
五
言
排
律
0795
）

　
　

天
雲
浮
絶
壁

0

0　
　
「
絶
壁
」（
薛
韻
・
錫
韻
） 

↓
非
疊
韻

　
　

風
竹
在
華
軒

4

4　
　
「
華
軒
」（
匣
母
・
曉
母
） 

＊
雙
聲
廣
通
格
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―
― 「
奉
漢
中
王
手
札
」（
五
言
排
律
0924
）

　
　

翠
虛
捎
魍
魎

0

0　
　
「
魍
魎
」（
養
韻
・
養
韻
） 

＊
疊
韻
正
格

　
　

丹
極
上
鵾
鵬

0

0　
　
「
鵾
鵬
」（
魂
韻
・
登
韻
） 

↓
非
疊
韻

 
―
― 「
寄
劉
峽
州
伯
華
使
君
四
十
韻
」（
五
言
排
律
1156
）

　
「
入
谷
」（
緝
韻
・
屋
韻
）「
陰
嶺
」（
侵
韻
・
靜
韻
）「
登
臨
」（
登
韻
・

侵
韻
）「
白
日
」（
陌
韻
・
質
韻
）「
絶
壁
」（
薛
韻
・
錫
韻
）「
鵾
鵬
」（
魂

韻
・
登
韻
）
な
ど
を
疊
韻
と
判
定
し
て
い
る
の
は
、
周
春
の
方
言
讀

書
音
が
、「-n, -m

, -ng

」
は
も
と
よ
り
、「-p, -k, -t

」
を
も
區
別
で

き
な
か
っ
た
た
め
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
筆
者
は
、『
十
三
經
音

略
』
十
三
卷
（
藝
文
印
書
館
「
百
部
叢
書
集
成
」
所
收
）
を
書
い
た
經

驗
を
も
つ
周
春
が
、
こ
う
し
た
初
歩
的
な
あ
や
ま
ち
を
は
た
し
て
犯

す
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
疑
念
を
ぬ
ぐ
い
き
れ
ず
に
い
る
。
も
し
か
す

る
と
上
掲
の
諸
事
例
は
、
杜
甫
が
自
身
の
語
感
に
し
た
が
っ
て
、
あ

え
て
修
辭
的
見
地

0

0

0

0

0

か
ら
、
近
似
す
る
韻
母
を
疊
韻
と
し
て
組
み
立
て

た
も
の
か
も
し
れ
ず
、
杜
甫
の
こ
う
し
た
創
意
を
お
し
は
か
り
、
周

春
は
こ
れ
ら
を
あ
え
て
疊
韻
と
し
て
處
理
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
の

で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

周
春
著
『
杜
詩
雙
聲
疊
韻
譜
括
略
』
八
卷
は
、
先
行
す
る
稿
本
十

六
卷
の
執
筆
を
含
め
、
お
よ
そ
四
半
世
紀
の
時
間
を
か
け
て
幾
度
も

刪
定
し
て
成
っ
た
も
の
で
あ
り
、
杜
甫
詩
の
み
な
ら
ず
、『
文
選
』

の
詩
篇
か
ら
李
白
、
王
維
、
孟
浩
然
、
韓
愈
、
柳
宗
元
、
温
庭
筠
、

李
商
隱
、
皮
日
休
、
陸
龜
蒙
、
白
居
易
、
蘇
軾
と
い
っ
た
諸
家
の
詩

に
ま
で
對
象
を
廣
げ
な
が
ら
、
雙
聲
疊
韻
の
事
例
を
調
査
し
た
專
門

的
か
つ
總
合
的
な
研
究
書
で
あ
る
。

　

同
書
は
雙
聲
疊
韻
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
「
雙
聲
正
格
」「
疊
韻
正

格
」「
雙
聲
同
音
通
用
格
」「
疊
韻
平
上
去
三
聲
通
用
格
」「
雙
聲
借

用
格
」「
疊
韻
借
用
格
」「
雙
聲
廣
通
格
」「
疊
韻
廣
通
格
」「
雙
聲
對

變
格
」「
疊
韻
對
變
格
」「
散
句
不
單
用
格
」「
古
詩
四
句
内
照
應
格
」

と
い
う
計
十
二
種
の
格
式
を
定
め
、
そ
の
す
べ
て
に
お
い
て
豐
富
な

事
例
を
か
か
げ
て
い
る
。

　

同
書
の
特
長
は
、
雙
聲
疊
韻
の
判
定
に
あ
た
っ
て
、
正
格
・
通
用

格
・
廣
通
格
と
い
う
三
段
階
の
等
級
を
設
け
た
こ
と
、
ま
た
そ
の
判

定
に
は
、
唐
代
長
安
音
（
慧
琳
音
）
に
合
致
す
る
事
例
が
し
ば
し
ば

見
ら
れ
る
こ
と
、
な
ど
で
あ
る
。
そ
の
反
面
、
周
春
自
身
の
方
言
讀

書
音
に
特
有
の
讀
み
方
に
よ
る
た
め
か
、
漢
語
中
古
音
の
各
範
疇
を
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超
え
た
判
定
も
ま
た
多
く
見
ら
れ
る
と
い
う
問
題
も
あ
る
。
し
か
し

後
者
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
杜
甫
自
身
が
い
わ
ば
修
辭
的
見
地
か

ら
、
近
似
す
る
二
つ
の
聲
母
や
二
つ
の
韻
母
を
自
在
に
組
み
合
わ

せ
、
新
た
な
雙
聲
疊
韻
の
語
を
作
り
出
し
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な

い
。
そ
う
し
た
事
例
を
周
春
が
取
り
上
げ
て
い
る
の
は
、
そ
れ
ら
に

も
杜
甫
の
創
意
が
反
映
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
て
の
こ
と
か
も
し

れ
な
い
。

注（
１ 

） 

本
稿
で
扱
う
同
書
の
記
載
は
、
す
べ
て
中
文
出
版
社
（
京
都
市
左
京

區
）
が
一
九
七
七
年
に
刊
行
し
た
『
杜
詩
又
叢
』（
全
八
册
）
所
收
の

清
・
嘉
慶
元
年
刊
本
（
吉
川
幸
次
郎
氏
所
藏
本
）
に
基
づ
く
。

（
２ 

） 

許
總
著
『
杜
詩
學
發
微
』（
南
京

：
南
京
出
版
社
、
一
九
八
九
）
内
編

第
二
〇
四
〜
二
一
八
頁
所
收
。
邦
語
譯
に
加
藤
國
安
譯
・
注
『
杜
甫
論

の
新
構
想
』（
東
京

：

研
文
出
版
、
一
九
九
六
）
第
十
章
「
清
・
周
春
の

杜
詩
論  

聲
韻
學
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
」
が
あ
る
。

（
３
） 

加
藤
氏
前
掲
譯
書
第
四
四
〇
頁
か
ら
引
用
。

（
４ 

） 

小
論
「
清
・
周
春
に
よ
る
杜
詩
雙
聲
語
の
判
定
基
準
に
つ
い
て
―
―

慧
琳
音
を
參
考
に
―
―
』（『
中
國
文
學
研
究
』
第
四
十
二
期
所
收
。
二

〇
一
六
・
十
二
）
お
よ
び
同
「
清
・
周
春
に
よ
る
杜
詩
疊
韻
語
の
判
定

基
準
に
つ
い
て
―
―
慧
琳
音
を
參
考
に
―
―
』（『
中
國
文
學
研
究
』
第

四
十
三
期
所
收
。
二
〇
一
七
・
十
二
）
を
參
照
さ
れ
た
い
。

（
５
） 『
杜
詩
詳
注
』
で
は
「
圓
匀
」
を
「
匀
圓
」
に
作
る
。

（
６ 

） 

詩
型
の
あ
と
に
付
し
た
算
用
數
字
は
、『
杜
甫
全
詩
譯
注
』（
講
談
社
・

學
術
文
庫
、
二
〇
一
六
）
で
採
用
さ
れ
た
、『
杜
詩
詳
注
』
の
作
品
編
次

に
も
と
づ
く
通
し
番
號
で
あ
る
。

（
７
） 『
杜
詩
詳
注
』
は
「
腸
」
を
「
長
」
に
作
る
。

（
８
） 『
杜
詩
詳
注
』
は
「
罏
」
を
「
鑪
」
に
作
る
。

（
９ 

） 

小
論
「
周
春
と
『
乾
嘉
の
學
』 

―
錢
大
昕
・
盧
文
弨
と
の
交
遊
・
論
爭

を
接
點
と
し
て
」（『
中
國
詩
文
論
叢
』
第
三
十
五
集
所
收
。
二
〇
一
六
・

十
二
）
第
一
七
二
頁
を
參
照
さ
れ
た
い
。

（
10
） 『
杜
詩
詳
注
』
は
「
傾
敧
」
を
「
敧
傾
」
に
作
る
。

（
11 

） 

古
屋
昭
弘
氏
撰
「『
度
曲
須
知
』
に
見
る
明
末
の
呉
方
音
」（
東
京
都

立
大
學
『
人
文
學
報
』
一
五
六
所
收
、
一
九
八
二
・
三
）
に
よ
れ
ば
、

明
末
の
蘇
州
府
城
で
は
、
侵
尋
韻
（*-m

）、
庚
青
韻
（*-ng

）、
眞
文
韻

（*-n

）
が
す
で
に
合
流
し
て
い
た
と
い
う
（
第
七
九
頁
）。
周
春
の
故
郷

で
あ
る
浙
江
海
寧
も
同
じ
呉
語
圈
に
屬
し
、
こ
う
し
た
合
流
現
象
は
存

在
し
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。
な
お
、
筆
者
が
か
つ
て
浙
江
省
の
寧
波

や
杭
州
に
一
年
近
く
居
住
し
て
い
た
體
驗
に
よ
れ
ば
、
現
在
の
浙
江
人

に
も
鼻
母
音
の
區
別
が
で
き
な
い
人
が
數
多
く
い
る
。

（
12
） 『
杜
詩
詳
注
』
は
「
回
路
」
を
「
歸
路
」
に
作
る
。

（
13
） 『
杜
詩
詳
注
』
は
「
白
日
」
を
「
白
首
」
に
作
る
。
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摘
　
要
：
清
代
音
韻
學
家
周
春
（
一
七
二
九
―
一
八
一
五
）
所
著

《
杜
詩
雙
聲
疊
韻
譜
括
略
》
八
卷
，
將
此
前
稿
本
十
六
卷
的
撰
寫

包
含
在
內
，
總
共
歷
經
大
約
二
五
年
屢
次
刪
定
而
成
。
除
杜
甫
詩

歌
以
外
，
還
以
李
白
、
王
維
、
孟
浩
然
、
韓
愈
、
柳
宗
元
、
溫
庭

筠
、
李
商
隱
、
皮
日
休
、
陸
龜
蒙
、
白
居
易
、
蘇
軾
等
諸
家
詩
歌

為
對
象
，
是
一
部
廣
泛
調
查
雙
聲
疊
韻
用
例
，
具
有
專
業
性
與
綜

合
性
的
研
究
書
。

　
　
　

該
書
的
特
點
之
一
，
是
在
判
定
雙
聲
疊
韻
時
專
門
設
定
正

格
、
通
用
格
和
廣
通
格
這
三
種
階
段
性
等
級
，
此
外
，
在
其
判
定

中
符
合
唐
代
長
安
音
（
即
慧
琳
音
）
的
用
例
屢
見
不
鮮
。
另
一
方

面
，
或
許
是
受
到
周
春
自
身
方
言
讀
書
音
的
特
殊
影
響
，
脫
離
中

古
音
各
個
範
疇
的
例
子
也
很
多
見
。
關
於
此
問
題
，
不
排
除
杜
甫

自
身
從
修
辭
要
求
的
角
度
將
相
近
的
聲
母
與
韻
母
自
由
結
合
，
從

而
創
造
出
新
的
雙
聲
疊
韻
詞
這
種
可
能
。
周
春
之
所
以
特
別
提
起

這
類
脫
離
中
古
音
的
用
例
，
可
能
由
於
他
認
為
這
反
映
了
杜
甫
的

創
意
。

關
鍵
詞
：
杜
甫　

雙
聲
疊
韻　

周
春　

唐
代
長
安
音　

方
言
讀
書
音


